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報道によれば、DTS は DVD-Audio の導入を阻止す

ると脅迫しているそうだ。トーニャ・ハーディングがオ

リンピックで尻餅をついた時、審判団に靴のひもが

ほどけていたのでもう一度やり直しさせてくれと泣き

ついたのを思い出すといい。DTS ならその時、「よし、

やり直してこい」と言ったに違いない。業界全体が集

うWG-4 の決定に対して、同じような言い訳で迫るの

だから。 

 

実のところ、DTS の言い分はコロコロと変わっており、

最初は自社の不可逆圧縮が DVD-Audio の規格に

採用されていないと泣きを入れていた。ところが、「ロ

スレス型」圧縮方式しか許容されないことがだ--ん--

だ--ん--と解ってくると、DTS はバグ修正に WG-4

がもう少し時間の猶予をくれたら自分たちのロスレス

圧縮方式だって機能すると主張する神経だ。DTSは

WG-4 がメリディアンの MLP を採決するまで、ロスレ

ス圧縮に取り組んでいることなど公言したことさえな

かったことにはおかまいなしだ。 

 

こうしたことは DTS では毎度のことで、もっと優秀な

選手が、たとえば最初の時はドルビーで今回はメリ

ディアンだが、さっさとトリプルルッツを決めて観衆の

喝采に応えている頃に、靴のひもを締め直すまで待

ってくれと業界に泣き込むわけだ。自分もこういう言

い訳を使ったことが昔はあった。高校生の頃だが。 

 

DTS は広範かつ強力なメーカーの支援を常に口に

してきたが、WG-4 での MLP 採用の是非を問う最終

投票は 47対 1の圧倒的な大差で、DTSだけが反対

票を投じた。信じがたいことだが、DTS 副社長のダ

ン・スラッサーはWG-4がDTSに対してチャンスを与

えないなら、DVD-Audioハードとソフトの出荷を阻止

する法的権利があるとの主張を書面で表明している。

DTS はこの業界がこれまで遭遇した唯一且つ最も無

能な会社かも知れないとの認識にまだ至っていない

のは残された数少ないオーディオマニアくらいだが、

もしあなたがその一人だったなら、上述の 3 つの段

落をよく読み直した上で、早速宗旨変えなさることを

お勧めしたい。 
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待って、待って、待つだけの価値はあるか? 

DTS がレシーバーやプロセッサーに最も要求される

機能のひとつだと誰もが知っている。そして DTS 

DVD の発売が 10 月現在 4 ヶ月遅れで且つカウント

が続いていることも誰もが知っている。これはもちろ

ん誇張して私が言っているのだが、本当に誰もが知

っているわけではない。私のお袋だって、ビル・クリ

ントンだってそれは知らない。しかし電話や電子メー

ルから判断する限り、本誌の読者は皆知っている。 

誰もが発する質問は「私には DTS は必要なのか」と

いうことで、遺憾ながら私の返事は「さあ、分かりませ

ん」となる。なぜなら本当に DTS DVD が出荷される

前に、ディスクの制作に直接関わっていない者がど

れくらい良いかを予測するというのは、正直言って間

抜けででしかない。 

DTS のプラス要因は音声記録に 1.5Mp/s のデータ

を使うことだ。5.1ch 全帯域音声をストリームに納める

にはそれでも圧縮が必要だ。だが DVD で 448kb/s

のドルビーデジタルでは DTS より 3 倍以上の圧縮を

しなければならない。 

マイナス要因はこの数学的利点が必ずしも DTS に

音質上の優位を与えるとは限らないことだ。我々自

身の LD 比較においても判明したのは、良くて微妙

な利点が DTS にある位で、私には全く差は聞き分け

られなかった。DTS は余分なスペースを食うので、外

国語音声がなくなるかも知れない。関係ない?いかに

も、但し音声に消費するスペースがこんなに大きいと

ビデオ圧縮に負担が加わるという噂も耳にしている。

DTS 社以外でこうした噂の真偽に答えられる者はい

ない。我々にはすべて製品を見てしか判断はできな

いのだ。 

DTSが通常のDVDよりコスト高になるとすれば、ドル

ビーデジタルがいまやデジタルテレビや DSS に採用

されていることを考えても、DTS がドルビーデジタル

並の普及を果たすことは疑わしい。一方、DTS DVD

がより高音質を提供できるとすれば、特定の映画で

ドルビーデジタル上映がない場合、DTS 版でない製

品を買うのが安全かどうかは私には分からない。待

ちくたびれたあなたにもっと違った説明ができると良

かったのだが。 
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親戚の中に、その嫌らしさが余りに執拗でなるべくな

ら会いたくないというような人をお持ちではないだろ

うか。そんな思いに駆られるのが DTS だ。 

 

私が DVD-Audio 仕様の技術セミナーに参加するた

め日本に向けて出発する間際のことだが、良いニュ

ースは DVD フォーラム WG-4 が原提案の不備を修

正したことだった。最も重要な改善点は 5-6チャンネ

ルのハイレート PCM に対しても妥当な再生時間や

自由度を持たせるために不可欠なロスレス圧縮の採

用で、WG-4 はこの役目にメリディアンロスレスパッキ

ング(MLP)を採択した。 

 

ここで話がややこしくなる。私の手元には DTS 社

CEO ダン・スラッサーが WG-4 議長 B・鈴木(JVC)に

宛てた9月10日付けの手紙のコピーがある。その全

文を引用しないで手紙の雰囲気を完全に伝えるの

は困難だが、手紙の終わり近くで「我が社は法的措

置に訴えることを望むものではありませんが、それが

唯一の選択となるなら、他の方法はありません。」言

い換えれば、「うちのドッグフードを買わないなら、お

まえの犬を撃ち殺すぞ」と言うことだ。 

 

オプション規格という同じ轍を踏みたくないDTSの言

い分はふたつだ。ひとつはその不可逆圧縮を使わ

ない限り、片面一層 DVD-Audio ディスクに 5-6 チャ

ンネル版と 2 チャンネル専用版のプログラム音声を

同居させるスペースが確保できないため、2 チャンネ

ル出力は DVD-Audio の自動ミキシングに依存する

ことになると言うことだ。DTS は過去にも物事に対し

て疑わしいあるいは誤った説明をすることで際立っ

ているが、正しい情報へのアクセス能力がないとしか

思えない。(例えば、DVD-Video 用に彼らのシステム

を設備する予定のスタジオがどこにあるだろう。) 

MLP のようなロスレス方式の採用自体が、DTS の言

うようなことを可能にするための最大の理由なのだ。

自分たちは圧縮の専門家であるはずなのに、私が 5

分でおかしいと分かることに、彼らはなぜ気付かない

のだろう。 

もうひとつは厚かましくも本末転倒で、DTS を採用す

れば DVD-Audio が DVD-Video 互換にもなると言う

ことだ。DTSは DVD-Video規格のオプション音声方

式でしかない。現存する DVD プレーヤーで(私の知

る限り予定されるものも含めて) DTS 音声をアナログ

出力できる製品は皆無だし、DTS データストリームを

認識してデジタル出力できる製品さえ数少ない。

DTS をデコードできるサラウンドプロセッサーやアン

プも多くはない。皮肉なことだが、DVD-Audio で後

方互換性を実現する確実な方法はディスクにドルビ

ーデジタルを併用することなのだ。 

 

民生用の一方式として、DTSは音声データの低減が

必要とされるDVD-Videoなどの用途に提供できる圧

縮量が常に少なすぎ、一方で DVD-Audio のような

帯域に縛られない多くの用途に対して必要以上のこ

とをしてきた。DVD-Audio に対するDTSの強硬な手

口を見れば、オーディオファイルやメーカーが同社

の戯言にこれ以上我慢を続けるべきでないことは明

らかだ。 

 

DTS は土に帰れ。消えてしまえ。 
 








